
医療トピックス 
いま，世界の移植は（4）－乳がんに造血細胞移植？－ 

いまだに賛否両論あり，議論の続く領域です。化学療法か自家移植かに関して，対象症例が少
しずつ違いますが，以下に紹介する４つの論文があります。 
 
Ａ．転移病巣を有する乳がん，フランスの報告（文献１） 
 2005年１月の報告です。７～８年の観察期間による結論から，治療後に病気の進行までの中央
値は標準的化学療法群が６ヵ月，自家移植群が12ヵ月と有意差（P=0.0056）を認めました。５年で
の全生存率も同じく13.8％と36.8％（P=0.0294）でした。したがって，化学療法に感受性のある転
移性乳がんでは自家移植がその進行を遅らせると結論できます。しかし，この治療法が生存率
に対してよい効果があると言えるかについては更に検討が必要と述べられています。その欠点と
しては症例数が少なく，十分な統計解析に耐えられない事です。表１に61症例の背景，表２に２
群比較を示します。 
 
 

           
 
Ｂ．リンパ節転移症例，オランダの報告（文献２） 
 乳がんハイリスク885症例の検討です。リンパ節転移はあっても，遠隔転移のない乳がん手術
後の56歳以下の症例が対象。443例が化学療法群，442例が自家移植です。５年後再発なしの
生存率は化学療法群で59％，自家移植では65％（有意差なし）。10ヵ所以上のリンパ節転移のあ
る症例では化学療法群51％，自家移植61％（有意差あり）。さらに，細かく表３のように解析する
と，HER2/neu陰性の症例の無再発生存率は自家移植群で有意に良く（表３－A，P=0.002），全生
存率では有意差なし（表３－B）。HER2/neu陽性例でも（表３－C）２群間に生存率の差はありませ
ん。以上からHER2/neu陰性の症例でのみ，自家移植により無再発生存率が改善される事が明
らかにされました。 
 
 

   
 
Ｃ．リンパ節転移症例，アメリカの報告（文献３） 
 10ヵ所以上のリンパ節転移のあるハイリスク乳がん511症例の2003年報告です。257例が化学
療法。254例が自家移植群です。生存率，無病生存率そして再発なしの生存率のいずれにおい
ても２群間に有意差を認めません（表４）。したがって，自家移植の有用性は証明されませんでし
た。 
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Ｄ．2000年以前の報告（文献４） 
 ５年前の議論を紹介します。転移性乳がん症例への化学療法と自家移植との比較試験です。
結果は表５に示します。２群間に有意差を認めません。対象症例の治療までの条件が違うため，
上記報告と同列には論じられません。しかし，このような比較試験があると理解しやすくなりま
す。 
 
 

   
 
Ｅ．最新の報告（文献５） 
 The Lancet（2005年２月19日号）では 
 「Gene signature can predict breast cancer spread」という報告があります。つまり，遺伝子検索
により再発しやすい乳がんの層別化が可能になります。これは化学療法や，自家移植の過剰な
治療を抑えるねらいもあります。この事実が追試により証明され，必要最小限の治療計画がたて
られる日が来る事を期待します。 
 
 ご質問は下記まで 
 E-mail: takemoto@cpc-jp.com 
 過去の連載は以下のＨＰでご覧頂けます。 
 １．造血幹細胞移植のHPへようこそ： 
   http://www.celltherapytransplantation.com 
 ２．鹿児島市医師会： 
   http://www.minc.ne.jp/kasii/ 
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